
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
か
け
離
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
の
で
あ
る
。

　

十
九
世
紀
初
頭
、
世
田
谷
の
百
姓
た
ち
が
訴

訟
事
件
を
起
こ
し
た
。
百
姓
た
ち
は
、
村
の
指

導
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
理
不
尽
な
裁
き
が
下

さ
れ
た
こ
と
に
怒
り
、
藩
主
に
直
訴
し
よ
う
と

試
み
る
。
こ
の
直
訴
の
揉
み
消
し
を
疑
う
百
姓

た
ち
が
、
何
の
ゆ
か
り
も
な
い
隣
接
す
る
藩
の

屋
敷
に
も
訴
状
を
投
げ
込
ん
で
情
報
を
リ
ー

ク
し
た
り
、
目
安
箱
な
ど
に
も
同
様
の
訴
状
を

持
ち
込
ん
だ
り
と
情
報
戦
を
展
開
す
る
。
結

局
、
再
審
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
百
姓
た

ち
は
事
実
上
の
勝
訴
を
勝
ち
取
っ
た
。
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
の
高
橋
敏
氏
は
、
不

正
に
対
し
て
断
固
と
し
て
闘
う
「
物
言
う
百
姓

の
姿
」
を
、
こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
群
馬
県
に
あ
る
縁
切
寺
満
徳
寺
資
料

館
名
誉
館
長
の
髙
木
侃
氏
は
、
江
戸
時
代
の
女

性
の
地
位
に
つ
い
て
、「
三
く
だ
り
半
」と
呼
ば

れ
た
離
縁
状
を
も
と
に
詳
細
に
検
証
さ
れ
た
。

そ
も
そ
も
三
く
だ
り
半
と
い
う
の
は
、
離
婚
の

際
に
夫
か
ら
妻
に
発
行
さ
れ
る
離
縁
状
で
あ

る
こ
と
か
ら
、「
妻
が
夫
に
捨
て
ら
れ
る
」と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
理
解
で
は
説
明
出
来
な
い
事
例

も
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
の
だ
。
例

え
ば
、
養
蚕
や
機
織
で
現
金
収
入
を

得
て
一
家
の
稼
ぎ
頭
と
し
て
夫
を
養

う
妻
。
三
く
だ
り
半
を
突
き
つ
け
ら

れ
て
も
全
く
怯
む
こ
と
な
く
家
に
居

座
る
妻
。
夫
の
意
に
反
し
て
家
を
飛

び
出
す
妻
。
夫
を
逆
に
追
い
出
し
た

り
、
嫌
が
る
夫
に
無
理
や
り
三
く
だ

り
半
を
書
か
せ
る
妻
な
ど
、
豊
か
な

経
済
力
を
背
景
に
男
性
と
対
等
の
力

を
持
ち
、
し
た
た
か
に
、
時
に
は
ち
ゃ

っ
か
り
と
、
そ
し
て
生
き
生
き
と
過

ご
す
江
戸
の
女
性
の
姿
を
、
高
木
氏

は
明
確
に
分
析
さ
れ
た
。

　

教
科
書
の
「
行
間
」
は
面
白
い
。
未

知
の
部
分
が
ま
だ
ま
だ
隠
さ
れ
て
い
る
。
大
学

は
、
こ
の
「
行
間
」
を
求
め
る
場
で
あ
る
。だ
か

ら
大
学
は
楽
し
い
の
だ
。
自
分
の
興
味
・
関
心

に
従
い
、
心
の
赴
く
ま
ま
に
「
行
間
」
に
迫
っ
て

欲
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
行
間
」
を
最
大
限
に

楽
し
む
た
め
に
は
、「
本
文
」
の
十
分
な
理
解
が
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二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
、「
明
治
維
新
」
か
ら

一
五
〇
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
。
こ
の
明
治

維
新
に
よ
っ
て
江
戸
幕
府
の
体
制
が
崩
壊
し
、
以

後
、
近
代
国
家
の
形
成
が
進
む
こ
と
と
な
る
。
薩
摩

藩
は
明
治
維
新
の
主
な
原
動
力
と
な
っ
た
。
こ
の

節
目
に
あ
た
り
、
本
県
で
は
、
明
治
維
新
ま
で
の
激

動
の
時
代
を
歩
ん
で
き
た
薩
摩
藩
の
足
跡
を
振
り

返
る
、
様
々
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、こ
れ
か
ら
お
話
す
る
の
は
、
そ
の
明
治

維
新
の
こ
と
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
こ
と
で
あ

る
。
一
見
す
る
と
「
派
手
」
な
明
治
維
新
と
比
較
し

て
、
江
戸
時
代
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
だ
ろ
う
か
。

　

厳
し
い
身
分
制
度
の
も
と
で
息
苦
し
い
。
武
士

な
ど
の
支
配
階
級
に
庶
民
は
虐
げ
ら
れ
る
。
過
重

な
年
貢
の
取
り
立
て
。
気
分
次
第
で
切
り
捨
て
御

免
。こ
う
し
た
抑
圧
に
怯
え
な
が
ら
暮
ら
す
生
活
。

こ
れ
に
耐
え
か
ね
て
一
揆
を
起
こ
す
も
、
全
て
「
お

上
」
が
押
し
つ
ぶ
す
。
理

不
尽
な
生
活
が
、
や
っ
と

明
治
維
新
に
よ
っ
て
解

消
…
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
「
暗

黒
の
時
代
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
今

ま
で
目
に
し
て
き
た
テ

レ
ビ
や
映
画
な
ど
の
時

代
劇
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

学
校
教
育
の
な
か
で
定

着
し
て
き
た
イ
メ
ー
ジ

な
の
で
は
な
い
か
。
江
戸

時
代
は
、
二
六
〇
年
近

く
、
全
国
が
統
一
的
に
支

配
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、

確
か
に
そ
れ
を
支
え
る

細
か
な
制
度
が
整
え
ら

れ
た
。
手
元
に
あ
る
日
本
史
の
教
科
書
や
図
説
に

も
、
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、こ
う
し
た
制
度
は
、
為
政
者
の
側
が
意

図
的
に
作
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ

だ
け
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
を

形
成
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
し
、
社
会
の
実
態

   

「
行
間
」
は
面
白
い

　

　

　

絶
対
に
欠
か
せ
な
い
。
「
不
可
逆
」
な
鶴
丸
で
の

三
年
間
、
「
を
ゝ
し
く
、
直
く
」
「
ひ
た
す
ら

に
」
高
校
で
の
学
び
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
。

と
も
に
、
「
『
兆
し
』
を
自
ら
の
『
手
』
で
掴
み
取

り
、
『
挑
む
』
姿
勢
を
忘
れ
ず
三
年
生
そ
れ
ぞ
れ
が

目
標
に
邁
進
し
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
を
語
っ
て
い

た
。　

　　

十
一
月
六
日
、
桜
島
溶
岩
道
路
に
お
い
て
、
一
・

二
年
生
に
よ
る
第
六
十
三
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
も
と
秋
の
桜
島
路
を
、
男
子
は
十
k
m
、
女

子
は
五
k
m
を
駆
け
抜
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
ベ
ス

ト
更
新
に
挑
ん
だ
。
今
年
は
、
一
年
男
子
の
山
口
賢

助
さ
ん
（
一
六
Ｒ
）
が
、
二
十
一
年
ぶ
り
に
新
記
録

（
三
二
分
五
一
秒
）
を
樹
立
し
た
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
、
学
級
ご
と
の
成
績
も
発
表
さ
れ
、
二
年
生
は

二
二
Ｒ
が
、
一
年
生
は
一
五
Ｒ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
初
の

栄
冠
に
輝
い
た
。
個
人
成
績
の
三
位
ま
で
は
以
下
の

通
り
、

二
年　

男
子

　

一
位　

福　

本　

祥　

史
（
二
八
Ｒ
）

　

二
位　

山　

田　

剛　

士
（
二
二
Ｒ
）

　

三
位　

井　

上　

八　

雲
（
二
一
Ｒ
）

二
年　

女
子

　

一
位　

児　

島　

美　

聡
（
二
一
Ｒ
）

　

二
位　

永　

田　

小
百
合
（
二
八
Ｒ
）

　

三
位　

記　

伊　

賀
南
子
（
二
七
Ｒ
）

　　  

秋
の
桜
島
路
を
疾
走

　
　
　

一
年　

男
子

　

一
位　

山　

口　

賢　

助
（
一
六
Ｒ
）

　

二
位　

有　

園　

昂　

世
（
一
四
Ｒ
）

　

三
位　

徳　

重　

大　

輔
（
一
一
Ｒ
）

一
年　

女
子

　

一
位　

松　

下　

綾　

乃
（
一
八
Ｒ
）

　

二
位　

佐　

多　

花　

月
（
一
七
Ｒ
）

　

三
位　

下　

野　

優　

里
（
一
二
Ｒ
）

　

十
一
月
十
四
日
、
本
校
体
育
館
に
お
い
て
文
化
講

演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
の
講
師
は
、
株
式
会

社
ア
ジ
ア
戦
略
本
部
、
代
表
取
締
役
社
長
田
中
秋
人

氏
を
お
招
き
し
、
「
拓
こ
う　

日
本
の
未
来　

ア
ジ

ア
の
未
来
―
ア
ジ
ア
の
人
々
と
と
も
に
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
田
中
氏
が
企
業
人
と
し

て
培
っ
た
、
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
お
話
に
生
徒
は

強
く
感
銘
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
田
中
氏

は
講
演
の
中
で
、
今
「
大
企
業
」
と
呼
ば
れ
る
企
業

も
、
み
ん
な
最
初
は
極
め
て
小
さ
な
存
在
か
ら
の
出

発
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
り
、
「
早
す
ぎ
る
失
敗
は
あ

っ
て
も
、
遅
す
ぎ
る
失
敗
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
か

ら
、
一
見
す
る
と
閉
塞
し
、
も
は
や
チ
ャ
ン
ス
な
ど

残
っ
て
い
な
い
よ
う
な
場
で
あ
っ
て
も
、
挑
戦
す
る

も
の
に
は
必
ず
等
し
く
成
功
の
機
会
は
準
備
さ
れ
て

い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
先
行
し
た
も
の
が
有
利
で

あ
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
ま
た
、

「
現
在
の
『
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
』
は
十
年
後
の
『
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
』
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
語

り
、
時
代
を
見
据
え
、
起
業
す
る
志
の
重
要
性
も
説

い
て
く
だ
さ
っ
た
。
さ
ら
に
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
み
、
学
歴
の
有
無
や
出
身
大
学
や
性
別
、
国
籍
す

ら
も
自
分
の
一
生
を
決
め
る
要
素
に
は
な
ら
な
い
」

と
も
語
り
、
自
分
が
何
者
な
の
か
と
い
う
問
い
を
常

に
掲
げ
、
世
界
の
多
様
な
人
々
と
交
流
し
、
自
分
を

磨
き
続
け
る
大
切
さ
も
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の

際
、
人
脈
を
創
る
唯
一
の
道
は
「
他
人
の
た
め
に
骨

を
折
る
こ
と
」
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。
骨
を
折
る
ほ

ど
の
痛
み
が
伴
う
ほ
ど
相
手
の
た
め
に
尽
く
さ
ね

ば
、
人
脈
な
ど
は
作
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
こ
の
言

葉
を
使
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

未
来
を
創
る
生
徒
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
も

苦
し
さ
も
感
じ
取
り
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。

     

三
激
会
開
催　

　

十
月
二
十
八
日
午
後
、
宝
山
ホ
ー
ル
に
お
い
て

三
年
生
を
激
励
す
る
会
（
通
称
「
三
激
会
」
）
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
は
、
全
校
生
徒
で
芸
術
鑑

賞
を
す
る
機
会

を
設
け
る
と
と

も
に
、
進
路
実

現

に

向

け

て

日
々
努
力
を
重

ね
て
い
る
三
年

生
を
、
一
・
二

年
生
が
応
援
す

る

行

事

で

あ

る
。

　

今
年
度
は
、

伝
統
芸
能
で
あ

る
落
語
を
鑑
賞

し
た
。
寄
席
入

門

か

ら

始

ま

り
、
江
戸
で
発
展
し
た
「
東
」
の
落
語
と
大
阪
を

中
心
に
発
展
し
た
「
西
」
の
落
語
が
そ
れ
ぞ
れ
披

露
さ
れ
、
色
物
と
よ
ば
れ
る
曲
芸
、
そ
し
て
最
後

に
「
東
」
落
語
で
「
お
開
き
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
っ
た
。
「
と
き
そ
ば
」
や
「
目
黒
の
さ
ん

ま
」
な
ど
、
ま
さ
に
伝
統
の
落
語
が
披
露
さ
れ
、

生
徒
は
伝
統
に
裏

打
ち
さ
れ
た
話
芸

の
世
界
に
笑
い
と

と
も
に
、
引
き
込

ま
れ
て
い
た
。

　

鑑
賞
後
は

、

一
・
二
年
生
が
三

年
生
全
員
に
激
励

の
思
い
を
込
め
て

作
成
し
た
「
三
激

カ
ー
ド
」
が
贈
ら

れ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、
三
年
生
代

表
の
西
莉
可
子
さ

ん
（
三
七
Ｒ
）
が

激
励
へ
の
お
礼
と

  　
　

拓
こ
う
！　

未
来
を

　
　
　

     

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

文
化
講
演
会

30 月

1 火
卒業考査(２日目）
中間考査(１日目）

2 水
卒業考査(３日目）
中間考査(２日目）

3 木
卒業考査(４日目）
中間考査(３日目）

4 金
1・２年クラスマッチ
３年木曜の授業

5 ㊏ 悠学講座⑥

7 月 全校朝会

10 木 学校安全の日

11 金  

13 ㊐ 郷中ゼミ（２年）

14 月 学年朝会　職員会議

19 ㊏ 悠学講座⑦

21 月 全校朝会

23 ㊌ 天皇誕生日

24 木
大掃除
実力考査時間割発表

25 金 冬季悠学講座

28 月 冬季悠学講座

29 火 ３年センタープレ

30 水 ３年センタープレ

31 木

1 ㊎ 元日

4 月 ３年センタープレ

5 火 ３年センタープレ

6 水 ３年センタープレ

7 木 ３年センタープレ

8 金
授業開始日　全校朝会　中掃除
職員会議

１１　　月
卒業考査(１日目）

通

学

マ

ナ

指

導

冬
　
季
　
休
　
業
　
日

冬
季
休
業
日

１２　　月

１　　月


